
　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
二
回

目
で
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
3
つ
の
神
楽
を
紹
介
し

ま
す
。

　
現
在
、
笛
吹
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
和
地
区
の
砂
原

太
太
神
楽
、
境
川
地
区
の
寺
尾
太
太
神

楽
は
、
江
戸
時
代
宝
永
年
間
（
１
７
１

０
年
）
、
佐
久
神
社
宮
司
の
抽
那
日
向

が
京
都
遊
学
の
際
に
学
ん
だ
神
楽
を
帰

郷
後
、
子
弟
た
ち
に
伝
授
し
た
も
の
が

も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
伊
勢
神
楽
の
系
統
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
砂
原
太
太
神
楽
は
、
明
治
20
年
9
月

18
日
、
砂
原
地
区
の
人
々
に
神
官
の
抽
那

安
隣
か
ら
伝
授
さ
れ
免
許
が
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
砂
原
の
神
楽
師

と
呼
ば
れ
、
甲
府
の
住
吉
神
社
、
一
宮

の
浅
間
神
社
、
静
岡
県
三
島
市
の
三
島

大
社
に
も
出
向
き
、
神
楽
を
舞
い
ま
し

た
。
特
に
住
吉
神
社
で
は
明
治
22
年
か

ら
、
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
舞
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
境
川
町
中
寺
尾
の
諏
訪
南
宮
神
社
に

も
、
神
楽
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
神
楽
は
寺
尾
太
太
神
楽
と
呼
ば
れ
、

寺
尾
諏
訪
南
宮
大
神
社
太
太
神
楽
舞
子

に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
尾
の

神
楽
に
は
、
24
の
舞
が
あ
り
毎
年
、
4

月
の
祭
礼
で
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

境
川
町
藤
垈
の
金
刀
比
羅
神
社
の
ほ
か

甲
府
市
内
4
カ
所
の
神
社
で
も
舞
わ
れ

て
い
ま
す
。
寺
尾
太
太
神
楽
は
、

明
治
21
年
に
4
名
が
発
起
人
と

な
り
神
楽
会
を
組
織
し
た
こ
と

に
始
ま
り
、
石
和
町
の
佐
久
神

社
神
官
抽
那
安
隣
に
よ
り
伝
授

さ
れ
免
許
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
代
町
永
井
に
あ
る
永
井
天

神
社
に
も
、
永
井
天
神
社
神
楽

保
存
会
に
よ
り
神
楽
が
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
楽
は
、

か
つ
て
は
4
月
2
日
、
3
日
に

舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
か
ら
は
4
月
第
一
土
・
日

曜
日
に
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
永
井
天
神
社
の
神
楽
は
、
大

和
神
楽
ま
た
は
永
代
神
楽
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
近
隣
の
人
た

ち
か
ら
は
「
永
井
の
お
か
ぐ
ら
」

と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

室
町
時
代
の
永
享
年
間
（
１
４
２
９
年

〜
１
４
４
１
年
）
に
始
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
途
絶
え
、
明
治
21
年
に
再

興
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
神
楽
は
町
村
合
併
前
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
村
で
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年

10
月
12
日
、
町
村
合
併
と
と
も
に
笛
吹

市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

だ
い
だ
い
か
ぐ
ら

ぬ
き
な

ひ
ゅ
う
が

ぬ
き
な

す
わ
な
ん
ぐ
う

か
ぐ
ら
し

こ
�
ん
�
ぴ
�
ら

あ
ん
り
ん

諏訪南宮神社に伝わる寺尾太太神楽

寺尾神楽面

永井天神社に伝わる「永井のおかぐら」

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

いいねえ！推進委
員会に声をかけて
みようかな。

笛ちゃん 吹ちゃん

1．人権尊重の意識を高めるための教育の推進
2．男女差別のない働きやすい環境づくり
3．健康で安心して暮らせる環境づくり
4．男女が互いに豊かに生活でき、活動しやすい地域づくり
5．男女共同参画を進める体制づくり

　この4月、それぞれのお宅に「第２次笛吹市男女共同参画プラン」“輝け男女　笛吹プラン"（ダイジェ

スト版）が届けられたと思います。

　このプランは、私たち笛吹市男女共同参画推進委員会内にプラン策定委員会を設け、市民の皆さんへの

アンケートを実施するなど長時間にわたり慎重に審議し、加えて市民の皆さんへパブリックコメント（広

く、意見・情報・改善案などを求めること）をお願いし

たのち、策定したものです。

プランの冒頭、

　「（前略）～笛吹市においても、平成18年度から「輝け

男女　笛吹プラン（第一次）」を策定し、男女共同参画

社会実現のために取り組んでいますが、第一次プランの

取り組みをさらに進め、笛吹市の実情に即した施策を展

開するべく本プランを策定しました。

　男女が平等で対等なパートナーとして、心豊かで安心

できる21世紀社会の構築に向け、市民、事業者、行政が

手を携えて、施策の推進に取り組んで行きたいと考えて

いますので、市民の皆さんの一層のご理解、ご協力をお

願い申し上げます。」と記載されています。

　先に推進委員会職場部会で行った調査では、プランの

認知度、周知度は低いものでした。ぜひダイジェスト版

をお手元に保存され、各種団体や職場、地域の活動に生

かしていただけますよう心からお願いします。

　そして第２次プランでは、重点目標と具体的施策の次に、新たに「市民ができること」を具体的に
挙げさせていただきました。ぜひ皆さんの実生活に生かしてください。

一度職場での勉
強会に使わせて
もらうわ。




